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岩
村
藩
刊
本
の
第
二
十
五
丁
表
第
九
行
か
ら
同
丁
裏
第
一
行
ま
で
を
第

四
節
と
す
る
。

【
和
訳
】

雋シ
ュ
ン不
疑
が
京
兆
尹
（
京
師
長
安
を
治
め
る
こ
と
を
掌
る
。）
に
任
じ
ら

れ
た
。
属
県
を
巡
行
し
、
囚
人
に
冤
罪
や
滞
獄
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
査

し
て
還
る
た
び
に
、
彼
の
母
は
、
冤
罪
を
明
ら
か
に
し
て
釈
放
し
た
囚
人

が
何
人
い
た
か
と
尋
ね
た
。
も
し
、
冤
罪
を
明
ら
か
に
し
た
囚
人
の
数
が

呉
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・
若
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多
け
れ
ば
、
母
は
喜
び
笑
い
、
い
つ
も
よ
り
た
く
さ
ん
飲
み
食
べ
た
。
冤

罪
を
明
ら
か
に
し
た
囚
人
が
い
な
か
っ
た
と
き
は
、
母
は
怒
っ
て
、
食
事

を
と
ら
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、
不
疑
は
、
官
吏
と
し
て
、
厳
格
で
は
あ
っ

た
が
、
残
酷
で
は
な
か
っ
た
。
後
に
退
官
し
て
自
宅
で
暮
ら
し
、
天
寿
を

全
う
し
て
亡
く
な
っ
た
。

【
原
文
】

雋
不
疑
為
京
兆
尹
。
行
県
録
囚
還
。
其
母
問
辨
（「
辨
」
は
も
と
「
辯
」

に
作
る
。『
重
刊
祥
刑
要
覧
』
巻
二
に
従
っ
て
改
め
た
。
以
下
同
じ
。）
出

冤
獄
幾
人
。
即
多
所
辨
、
母
喜
笑
、
為
飲
食
、
異
於
佗
時
。
或
無
所
辨
、

母
怒
而
不
食
。
故
不
疑
為
吏
、
厳
而
不
残
。
後
家
居
、
以
寿
終
。（
以
上
、

第
二
十
五
丁
表
第
九
行
か
ら
同
丁
裏
第
一
行
。）

【
訓
読
】

雋
不
疑
、
京
兆
尹
と
為
る
。
県
を
行め

ぐ

り
、
囚
を
録
し
て
還
る
。
其
の
母
、

冤
獄
を
辨
出
す
る
こ
と
幾
人
ぞ
と
問
う
。
即も

し
辨
ず
る
と
こ
ろ
多
き
と
き

は
、
母
、
喜
笑
し
、
飲
食
を
為
す
こ
と
他
時
に
異
な
る
。
或
い
は
辨
ず
る

と
こ
ろ
無
き
と
き
は
、
母
、
怒
り
て
食
せ
ず
。
故
に
不
疑
、
吏
と
為
る
、

厳
に
し
て
残
な
ら
ず
。
後
、
家
居
し
、
寿
を
以
て
終
わ
る
。

こ
の
話
の
出
典
は
『
漢
書
』
巻
七
十
一
、
雋
不
疑
伝
で
あ
る
が
、
こ
の

話
は
『
歴
代
臣
鑑
』
巻
二
「
雋
不
疑
」
に
採
ら
れ
て
い
る
の
で
、『
祥
刑

要
覧
』
の
こ
の
文
章
は
『
歴
代
臣
鑑
』
の
文
章
の
写
し
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、『
祥
刑
要
覧
』
の
「
辨
」
字
が
『
歴
代
臣
鑑
』
及
び
『
漢
書
』
で
は

「
平
反
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、『
祥
刑
要
覧
』
の
文
章
は
『
歴
代
臣
鑑
』

及
び
『
漢
書
』
の
文
章
と
比
べ
て
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。

雋
不
疑
は
、
字
は
曼
倩
、
勃
海
の
人
。
漢
の
武
帝
の
末
年
に
青
州
刺
史

に
任
じ
ら
れ
た
。
雋
不
疑
が
京
兆
尹
で
あ
っ
た
の
は
、
昭
帝
の
始
元
五
年

（
前
八
二
）
の
前
後
で
あ
る
（『
漢
書
』
巻
七
十
一
）。『
祥
刑
要
覧
』
に
は

「
後
に
家
居
し
、
寿
を
以
て
終
わ
る
。」
と
あ
る
が
、『
漢
書
』
雋
不
疑
伝

に
は
「
久
之
、
以
病
免
、
終
於
家
。（
之
れ
を
久
し
く
し
、
病
を
以
て
免

ぜ
ら
れ
、
家
に
終
わ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
天
寿
を
全
う
し

た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
歴
代
臣
鑑
』
に
も
「
後
以
病
免
、
卒
於

家
。」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

第
五
節

盛
吉

岩
村
藩
刊
本
の
第
二
十
五
丁
裏
第
二
行
か
ら
第
六
行
ま
で
を
第
五
節
と

す
る
。
こ
の
部
分
は
『
為
善
陰
隲
』
巻
一
「
盛
吉
泣
囚
」
の
写
し
で
あ
る
。

関
法
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【
和
訳
】

盛
吉
は
、
廷
尉
（
国
家
の
最
高
裁
判
官
）
に
任
じ
ら
れ
、
裁
判
を
行
っ

て
、
冤
罪
や
滞
獄
が
生
じ
な
か
っ
た
。
冬
月
に
至
っ
て
、
死
刑
囚
に
対
し

て
死
刑
を
執
行
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
（
漢
朝

で
は
死
刑
は
冬
に
執
行
さ
れ
た
。
沈
家
本
『
歴
代
刑
法
考
（
三
）』「
行
刑

之
制
考
」
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
は
い
つ
も
、
彼
の
妻
が
灯
火
を
持

ち
、
盛
吉
が
筆
を
執
り
、
夫
妻
は
向
か
い
合
っ
て
涙
を
流
し
た
。
妻
が
盛

吉
に
言
っ
た
。「
あ
な
た
は
天
下
の
た
め
に
法
律
を
用
い
る
の
で
す
か
ら
、

人
に
濫
り
に
罪
を
与
え
て
、
わ
ざ
わ
い
が
子
孫
に
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。」
廷
尉
の
職
務
を
行
う
こ
と
十
二
年
、
天
下
の
人
々
は
盛

吉
の
公
平
さ
と
思
い
遣
り
と
を
称
賛
し
た
。
自
宅
の
庭
木
に
白
い
鵲

か
さ
さ
ぎ（
鵲

の
背
は
黒
い
。）
が
忽
然
と
飛
来
し
て
、
そ
の
上
に
留
ま
っ
た
。
雛
を
育

て
て
何
年
も
の
間
、
飛
び
去
ら
な
か
っ
た
。
人
々
は
そ
れ
を
吉
兆
と
み
な

し
た
。
後
に
、
盛
吉
夫
妻
に
生
ま
れ
た
三
人
の
息
子
は
、
皆
、
州
郡
の
官

に
任
じ
ら
れ
た
。

【
原
文
】

盛
吉
為
廷
尉
。
決
獄
無
冤
滞
。
毎
至
冬
罪
囚
当
断
、
其
妻
執
燭
、
吉
持

筆
（『
為
善
陰
隲
』
巻
一
は
「
筆
」
字
の
前
に
「
丹
」
字
が
あ
る
。）、
夫

妻
相
対
垂
泣
。
妻
語
吉
曰
、
君
為
天
下
執
法
。
不
可
使
人
濫
罪
、
殃
及
子

孫
。
視
事
十
二
年
、
天
下
称
其
平
恕
。
庭
樹
忽
有
白
鵲
、
来
止
其
上
。
乳

雛
連
年
不
去
。
人
以
為
祥
。
後
、
吉
所
（『
為
善
陰
隲
』
巻
一
は
「
所
」

字
が
な
い
。）
生
三
子
、
皆
任
州
郡
官
（
同
上
は
「
任
州
郡
官
」
を
「
仕

州
郡
」
に
作
る
。）。（
以
上
、
第
二
十
五
丁
裏
第
二
行
か
ら
第
六
行
。）

【
訓
読
】

盛
吉
、
廷
尉
と
為
る
。
獄
を
決
し
冤
滞
無
し
。
冬
に
至
り
罪
囚
、
当
に

断
ず
べ
き
ご
と
に
、
其
の
妻
、
燭
を
執
り
、
吉
、
筆
を
持
し
、
夫
妻
、
相

い
対
し
て
泣な

み
だを
垂
る
。
妻
、
吉
に
語
り
て
曰
く
、
君
、
天
下
の
為
め
に
法

を
執
る
。
人
を
し
て
濫
り
に
罪
た
ら
し
め
、
殃わ

ざ
わい
を
子
孫
に
及
ば
し
む
可

か
ら
ず
。
と
。
事
を
視
る
こ
と
十
二
年
、
天
下
、
其
の
平
恕
を
称
す
。
庭

樹
、
忽
ち
白
鵲
有
り
、
来
た
り
て
其
の
上
に
止
ま
る
。
乳
雛
し
て
連
年
、

去
ら
ず
。
人
、
以
て
祥
と
為
す
。
後
に
、
吉
の
生
む
と
こ
ろ
の
三
子
、
皆
、

州
郡
の
官
に
任
ぜ
ら
る
。

盛
吉
が
、
死
刑
囚
に
対
し
て
死
刑
を
執
行
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

時
に
、
妻
と
向
か
い
合
っ
て
泣
い
た
、
と
い
う
話
は
、『
芸
文
類
聚
』
巻

四
十
九
所
引
、『
太
平
御
覧
』
巻
二
三
一
・
巻
六
四
二
所
引
の
晋
の
虞
預

撰
『
会
稽
典
録
』、『
初
学
記
』
巻
二
十
所
引
の
呉
の
謝
承
撰
『
後
漢
書
』

に
見
ら
れ
る
。「
殃
い
を
子
孫
に
及
ば
し
む
可
か
ら
ず
。」
と
い
う
盛
吉
の

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
』
の
訳
注
（
十
）

三
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妻
の
言
葉
は
、『
初
学
記
』
巻
十
二
所
引
、『
太
平
御
覧
』
巻
二
三
一
所
引

の
『
会
稽
典
録
』
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
庭
樹
に
白
鵲
が
飛
来
し
て
連

年
去
ら
ず
、
後
に
盛
吉
の
三
子
が
州
郡
の
官
に
任
じ
ら
れ
た
話
の
出
所
は

見
つ
か
ら
な
い
。

『
太
平
御
覧
』
巻
六
四
三
所
引
『
会
稽
典
録
』
に
拠
れ
ば
、
盛
吉
は
、

字
は
君
達
、
会
稽
郡
山
陰
県
（
現
在
の
浙
江
省
紹
興
市
）
の
人
。
司
徒
の

虞
延
に
召
し
出
さ
れ
て
西
曹
掾
（
司
徒
の
属
官
）
に
任
じ
ら
れ
た
。
虞
延

が
司
徒
と
な
っ
た
の
は
、
後
漢
の
明
帝
の
永
平
八
年
（
六
五
）
で
あ
る

（『
後
漢
書
』
巻
三
十
三
、
虞
延
伝
）。

第
六
節

仇
覧

岩
村
藩
刊
本
の
第
二
十
五
丁
裏
第
七
行
か
ら
第
二
十
六
丁
表
第
二
行
ま

で
を
第
六
節
と
す
る
。
こ
の
部
分
は
『
歴
代
臣
鑑
』
巻
四
「
仇
覧
」
の
写

し
で
あ
る
。
和
訳
に
当
た
っ
て
は
、
吉
川
忠
夫
訓
注
『
後
漢
書
』
第
九
冊

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
。
四
十
八
頁
か
ら
五
十
二
頁
）、
渡
邉
義
浩
・

高
橋
康
浩
編
『
全
譯
後
漢
書
』
巻
十
七
冊
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
。

四
五
九
頁
か
ら
四
六
五
頁
）
を
参
考
に
し
た
。

【
和
訳
】

仇
覧
は
蒲
亭
の
長
で
あ
っ
た
（
蒲
亭
は
陳
留
郡
考
城
県
に
属
す
る
。
漢

朝
で
は
百
家
を
一
里
と
し
、
十
里
ご
と
に
一
亭
を
置
い
た
。
亭
は
宿
駅
で

あ
る
。
亭
長
は
盗
賊
を
求
捕
す
る
こ
と
を
掌
る
。）。
陳
元
と
い
う
人
が
い

て
、
そ
の
母
が
陳
元
の
不
孝
を
仇
覧
に
訴
え
た
（
不
孝
は
内
容
に
よ
っ
て

は
死
刑
に
当
た
る
。）。
仇
覧
が
言
っ
た
。「
私
は
近
ご
ろ
、
陳
元
が
住
む

里
を
訪
れ
、
陳
元
の
住
居
が
整
頓
さ
れ
て
お
り
、
陳
元
が
時
節
に
従
っ
て

農
作
業
を
行
っ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
こ
の
人
は
悪
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
母
親
で
あ
る
あ
な
た
は
、
年
老
い
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
一
時
の

怒
り
に
任
せ
て
、
息
子
を
不
義
の
罪
人
に
し
よ
う
と
望
む
の
で
す
か
。」

陳
元
の
母
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
感
動
し
後
悔
し
て
訴
え
を
取
り
下
げ

た
。
そ
こ
で
、
仇
覧
は
、
陳
元
の
家
を
訪
れ
、
陳
元
母
子
と
一
緒
に
飲
食

し
て
、
陳
元
の
た
め
に
、
親
孝
行
を
す
れ
ば
善
い
報
い
が
あ
り
、
親
不
孝

を
す
れ
ば
悪
い
報
い
が
あ
る
、
と
い
う
戒
め
を
説
い
た
。
陳
元
は
つ
い
に

孝
行
息
子
と
な
っ
た
。
仇
覧
が
職
務
を
行
う
時
は
、
ひ
た
す
ら
民
に
道
徳

を
教
え
る
こ
と
に
努
め
た
。

郭
林
宗
は
、
仇
覧
の
寝
台
の
下
で
拝
礼
し
て
、「
あ
な
た
は
私
の
先
生

で
す
。」
と
言
っ
た
。

【
原
文
】

関
法
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仇
覧
為
蒲
亭
長
。
有
陳
元
者
。
母
告
其
不
孝
。
覧
曰
、
吾
近
過
其
里
、

見
其
廬
舎
整
頓
、
耕
耘
以
時
。
此
非
悪
人
。
母
身
老
、
奈
何
肆
其
忿
、
欲

致
子
於
不
義
乎
。
母
聞
、
感
悔
（『
歴
代
臣
鑑
』
巻
四
は
「
悔
」
字
の
後

に
「
而
去
」
二
字
が
あ
る
。）。
覧
乃
至
元
家
、
与
其
母
子
飲
食
（
同
上
は

「
食
」
字
が
な
い
。）、
為
陳
人
倫
孝
行
禍
福
之
言
。
元
卒
成
孝
子
。
覧
之

為
政
、
惟
務
以
徳
化
人
。
郭
林
宗
、
拜
其
床
下
曰
、
公
、
泰
之
師
也
（
同

上
は
「
郭
林
宗
」
以
下
「
泰
之
師
也
」
ま
で
の
十
三
字
が
な
い
。）。（
以

上
、
第
二
十
五
丁
裏
第
七
行
か
ら
第
二
十
六
丁
表
第
二
行
。）

【
訓
読
】

仇
覧
、
蒲
亭
の
長
と
為
る
。
陳
元
な
る
者
有
り
。
母
、
其
の
不
孝
を
告

す
。
覧
曰
く
、
吾
れ
近
ご
ろ
其
の
里
に
過い

た

り
、
其
の
廬
舎
、
整
頓
し
、
耕

耘
、
時
を
以
て
す
る
を
見
る
。
此
れ
悪
人
に
非
ず
。
母
、
身
老
ゆ
。
奈
何

い
か
ん

ぞ
其
の
忿い

か

り
を
肆

ほ
し
い
ま
まに
し
、
子
を
不
義
に
致
さ
ん
と
欲
す
る
か
。
と
。
母
、

聞
き
感
悔
す
。
覧
、
乃
ち
元
の
家
に
至
り
、
其
の
母
子
と
飲
食
し
、
為
め

に
人
倫
孝
行
禍
福
の
言
を
陳
ぶ
。
元
、
卒
に
孝
子
と
成
る
。
覧
の
、
政
を

為
す
、
惟
だ
務
め
て
徳
を
以
て
人
を
化
す
。
郭
林
宗
、
其
の
床
下
に
拜
し

て
曰
く
、
公
は
泰
の
師
な
り
、
と
。

こ
の
話
の
出
典
は
『
後
漢
書
』
巻
七
十
六
、
循
吏
伝
、
仇
覧
の
項
で
あ

る
。
仇
覧
は
、
字
は
季
智
、
陳
留
郡
考
城
県
（
現
在
の
河
南
省
民
権
県
の

東
）
の
人
。
四
十
歳
に
な
っ
て
蒲
亭
長
に
選
任
さ
れ
た
。
考
城
県
の
主
簿

に
任
じ
ら
れ
た
後
、
太
学
に
入
学
し
た
。
学
び
終
え
て
帰
郷
し
た
後
、
官

職
に
就
く
こ
と
な
く
歿
し
た
。

「
郭
林
宗
、
其
の
床
下
に
拜
し
て
曰
く
、
公
は
泰
の
師
な
り
、
と
。」
と

い
う
文
は
『
歴
代
臣
鑑
』
に
は
な
い
。
郭
林
宗
（
一
二
八
～
一
六
九
）
は
、

名
は
泰
、
林
宗
は
字
で
あ
る
。
人
物
を
見
抜
く
能
力
で
天
下
に
知
ら
れ
た
。

『
後
漢
書
』
巻
六
十
八
に
伝
が
あ
る
。
郭
林
宗
が
、
太
学
に
遊
学
中
に
仇

覧
を
知
り
、
仇
覧
の
部
屋
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
時
に
、
仇
覧
の
人
物
に
感

歎
し
て
、
寝
台
か
ら
降
り
て
拜
礼
し
た
（
原
文
。
下
牀
為
拜
。）、
と
い
う

話
が
『
後
漢
書
』
循
吏
伝
、
仇
覧
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
。

第
七
節

蘇
瓊

岩
村
藩
刊
本
の
第
二
十
六
丁
表
第
三
行
か
ら
同
丁
裏
第
二
行
ま
で
を
第

七
節
と
す
る
。

【
和
訳
】

北
斉
の
蘇
瓊ケ

イ

は
、
刑
獄
参
軍
（
三
師
（
太
師
・
太
傳
・
太
保
）、
二
大

（
大
司
馬
・
大
将
軍
）、
三
公
（
太
尉
・
司
徒
・
司
空
）、
開
府
儀
同
三
司

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
』
の
訳
注
（
十
）

五

(九
二
六
)



が
開
設
す
る
府
の
属
官
。）
で
あ
っ
た
時
、
強
盗
と
疑
わ
れ
た
人
の
冤
罪

を
晴
ら
し
た
。

南
清
河
郡
（
済
州
に
属
す
る
。
治
所
は
現
在
の
山
東
省
高
唐
県
。）
の

太
守
に
任
じ
ら
れ
た
。
乙
普
明
と
い
う
民
が
い
た
。
兄
弟
の
間
で
田
地
を

争
っ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
証
人
を
指
名
し
て
、
そ
の
数
が
百
人
に
達
し

た
。
蘇
瓊
は
、
普
明
兄
弟
を
呼
び
出
し
て
、「
天
下
で
得
難
い
も
の
は
兄

弟
で
す
。
求
め
易
い
も
の
は
田
地
で
す
。
た
と
え
田
地
を
得
て
も
、
兄
弟

の
情
を
失
っ
て
は
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。」
と
諭
し
て
、
涙
を
流
し
た
。

証
人
た
ち
も
泣
か
な
い
者
は
い
な
か
っ
た
。
普
明
兄
弟
は
、
叩
頭
し
て
、

ほ
か
に
考
え
直
し
た
い
と
願
い
出
た
。
十
年
間
、
家
産
を
分
け
て
別
居
し

て
い
た
が
、
こ
の
結
果
、
再
び
同
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

蘇
瓊
は
、
つ
ね
に
衛
凱
ら
郡
の
儒
者
を
招
き
集
め
て
、
郡
の
学
校
で
講

義
を
し
て
も
ら
っ
た
。
郡
の
官
吏
に
命
じ
て
、
文
書
作
成
の
合
い
間
に
、

全
員
に
書
経
の
講
義
を
受
け
さ
せ
た
。
邪
神
を
祭
る
社
を
禁
断
し
、
婚
姻

喪
葬
は
質
素
に
、
礼
に
か
な
う
よ
う
に
行
う
こ
と
を
民
に
教
え
た
。
太
守

の
地
位
に
在
る
こ
と
六
年
、
親
の
喪
に
服
す
る
た
め
に
辞
職
し
た
。
知
人

か
ら
の
贈
り
物
は
一
切
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
喪
が
あ
け
る
と
、
大
理
寺

の
司
直
、
次
い
で
廷
尉
正
に
任
じ
ら
れ
た
。
取
り
調
べ
に
当
た
っ
て
は
、

真
実
を
得
る
こ
と
に
努
力
し
た
。
冤
罪
を
晴
ら
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
後

に
大
理
卿
に
昇
任
し
た
。
長
寿
に
恵
ま
れ
、
隋
の
開
皇
年
間
（
五
八
一
～

六
〇
〇
）
に
至
っ
て
亡
く
な
っ
た
。

【
原
文
】

北
斉
蘇
瓊
、
初
為
刑
獄
参
軍
、
平
反
強
刼
冤
獄
。
除
南
清
河
太
守
。
有

百
姓
乙
普
明
。
兄
弟
争
田
、
各
相
援
拠
、
乃
至
百
人
。
瓊
召
普
明
兄
弟
、

諭
之
曰
、
天
下
難
得
者
兄
弟
、
易
求
者
田
地
。
仮
令
得
田
地
、
失
兄
弟
心
、

如
何
。
因
而
下
涙
。
諸
証
人
、
莫
不
灑
泣
。
普
明
兄
弟
、
叩
頭
、
乞
外
更

思
。
分
異
十
年
、
遂
還
同
住
。
瓊
毎
集
郡
（「
郡
」
は
も
と
「
群
」
に
作

る
。『
重
刊
祥
刑
要
覧
』
巻
二
及
び
元
和
中
刊
本
に
従
っ
て
改
め
た
。）
儒

衛
凱
等
、
講
於
郡
学
。
郡
（『
北
史
』
巻
八
十
六
は
「
郡
」
を
「
朝
」
に

作
る
。）
吏
文
案
之
暇
、
悉
令
受
書
。
禁
断
淫
祠
、
婚
喪
、
教
民
（
同
上

は
「
民
」
を
「
令
」
に
作
る
。）
倹
而
中
礼
。
在
郡
六
年
、
遭
憂
解
職
。

故
人
贈
遺
、
一
無
所
受
。
尋
起
為
司
直
廷
尉
（
同
上
は
「
尉
」
字
の
後
に

「
正
」
字
が
あ
る
。）。
推
察
務
在
得
情
、
多
所
申
雪
。
後
陞
大
理
卿
。
克

享
高
寿
。
至
隋
開
皇
中
、
始
卒
。（
以
上
、
第
二
十
六
丁
表
第
三
行
か
ら

同
丁
裏
第
二
行
。）

【
訓
読
】

北
斉
の
蘇
瓊
、
初
め
刑
獄
参
軍
と
為
る
。
強
刼
の
冤
獄
を
平
反
す
。
南

清
河
太
守
に
除
せ
ら
る
。
百
姓
乙
普
明
有
り
。
兄
弟
、
田
を
争
う
。
各
々
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相
い
援
拠
し
、
乃
ち
百
人
に
至
る
。
瓊
、
普
明
兄
弟
を
召
し
、
之
れ
を
諭

し
て
曰
く
、
天
下
、
得
難
き
者
は
兄
弟
、
求
め
易
き
者
は
田
地
。
仮た

令と

い

田
地
を
得
る
も
、
兄
弟
の
心
を
失
う
は
如
何

い
か
ん

。
と
。
因
り
て
涙
を
下
す
。

諸
証
人
、
泣
を
灑そ

そ

が
ざ
る
は
莫
し
。
普
明
兄
弟
、
叩
頭
し
、
外ほ

か

に
更
め
思

わ
ん
こ
と
を
乞
う
。
分
異
す
る
こ
と
十
年
、
遂
に
還ま

た
同と

も

に
住
む
。
瓊
、

毎つ
ね

に
郡
儒
衛
凱
等
を
集
め
、
郡
学
に
講
ぜ
し
む
。
郡
吏
、
文
案
の
暇い

と
ま

、

悉
く
書
を
受
け
し
む
。
淫
祠
を
禁
断
し
、
婚
喪
は
民
に
教
え
て
倹
に
し
て

礼
に
中あ

た
ら
し
む
。
郡
に
在
る
こ
と
六
年
、
憂
に
遭
い
職
を
解
か
る
。
故

人
の
贈
遺
、
一
つ
も
受
く
る
と
こ
ろ
無
し
。
尋つ

い
で
起た

ち
て
司
直
・
廷
尉

（
正
）
と
為
る
。
推
察
、
務
め
情
を
得
る
に
在
り
。
申
雪
す
る
と
こ
ろ
多

し
。
後
ち
大
理
卿
に
陞
る
。
克よ

く
高
寿
を
享
く
。
隋
の
開
皇
中
に
至
り
、

始
め
て
卒
す
。

右
の
蘇
瓊
の
話
の
出
所
は
『
北
史
』
巻
八
十
六
、
循
吏
伝
、
蘇
瓊
の
項

で
あ
る
。『
為
善
陰
隲
』
及
び
『
歴
代
臣
鑑
』
に
は
蘇
瓊
の
話
は
出
て
こ

な
い
。
蘇
瓊
は
、
字
は
珍
之
、
冀
州
長
楽
郡
武
強
県
（
現
在
の
河
北
省
武

強
県
の
西
南
）
の
人
。「
初
め
刑
獄
参
軍
と
為
る
。」
と
あ
る
が
、『
北
史
』

同
上
に
「
斉
の
文
襄
、
儀
同
を
以
て
府
を
開
き
、
引
き
て
刑
獄
参
軍
と
為

す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
斉
の
文
襄
」
は
北
斉
の
文
宣
帝
の
兄
、
高
澄

を
指
す
。
刑
獄
参
軍
は
、
高
澄
が
北
魏
の
開
府
儀
同
三
司
と
し
て
開
設
し

た
府
の
属
官
で
あ
る
。
高
澄
が
開
府
儀
同
三
司
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
中
興

二
年
（
五
三
二
）
で
あ
る
（『
北
史
』
巻
六
）。「
強
刼
の
冤
獄
を
平
反

す
。」
と
あ
る
が
、
蘇
瓊
が
強
盗
と
疑
わ
れ
た
人
の
冤
罪
を
晴
ら
し
た
話

は
『
北
史
』
巻
八
十
六
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
話
は
『
折
獄
亀
鑑
』
に
採
録

さ
れ
て
い
る
の
で
、
説
明
は
『
折
獄
亀
鑑
』
の
訳
注
に
讓
る
。

「
瓊
、
毎つ

ね

に
郡
儒
の
衛
凱
ら
を
集
め
、
郡
学
に
講
ぜ
し
む
。」
と
あ
る
が
、

『
北
史
』
巻
八
十
六
に
は
「
毎
年
春
、
大
儒
衛
覬
隆
・
田
元
鳳
等
を
総
集

し
、
郡
学
に
講
ぜ
し
む
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
衛
覬
隆
は
、「
衛
冀
隆
」

「
衛
覬
」
と
も
記
さ
れ
、『
春
秋
』
に
通
じ
て
い
た
（『
北
史
』
巻
八
十
一
、

儒
林
伝
の
序
。
中
華
書
局
の
標
点
本
『
北
史
』
巻
八
十
一
の
校
勘
記

〔
六
〕
を
参
照
。）。
田
元
鳳
は
三
礼
を
専
門
と
し
た
（『
北
史
』
同
上
）。

「
後
ち
大
理
卿
に
陞
る
。
克
く
高
寿
を
享
く
。
隋
の
開
皇
中
に
至
り
、

始
め
て
卒
す
。」
と
あ
る
。『
北
史
』
巻
八
十
六
に
は
「
後
ち
大
理
卿
と
為

り
て
、
斉
亡
ぶ
。
周
に
仕
え
、
博
陵
太
守
と
為
る
。
隋
の
開
皇
の
初
め
に

卒
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
長
寿
で
あ
っ
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

中
興
二
年
（
五
三
二
）
に
刑
獄
参
軍
と
な
っ
た
と
仮
定
し
、
開
皇
元
年

（
五
八
一
）
に
歿
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
刑
獄
参
軍
に
任
じ
ら
れ
て
か
ら

五
十
年
生
き
た
こ
と
に
な
る
。

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
』
の
訳
注
（
十
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な
お
、「
郡
儒
衛
凱
等
」
の
「
郡
」
を
「
群
」
に
誤
刻
し
た
の
は
、
寛

永
元
年
刊
本
か
ら
で
あ
る
。

第
八
節

李
素
立

岩
村
藩
刊
本
の
第
二
十
六
丁
裏
第
三
行
か
ら
第
七
行
四
文
字
目
ま
で
を

第
八
節
と
す
る
。
こ
の
部
分
は
『
新
唐
書
』
巻
一
九
七
、
循
吏
伝
、
李
素

立
の
項
の
抜
書
き
で
あ
る
。

【
和
訳
】

唐
の
李
素
立
は
、
武
徳
年
間
（
六
一
八
～
六
二
六
）
の
初
め
、
監
察
御

史
に
抜
擢
さ
れ
た
。
あ
る
民
が
法
律
を
犯
し
た
が
、
そ
の
罪
は
死
刑
に
は

至
ら
な
い
罪
で
あ
っ
た
。
高
祖
は
そ
の
民
を
死
刑
に
し
よ
う
と
し
た
。
素

立
は
諫
め
て
言
っ
た
。「
三
尺
の
法
（
制
定
法
を
意
味
す
る
。
漢
代
、
法

律
の
条
文
は
三
尺
の
長
さ
の
竹
簡
に
書
か
れ
た
。）
は
、
天
下
の
人
々
が

共
有
す
る
も
の
で
す
。
法
が
一
た
び
動
揺
す
れ
ば
、
人
々
は
手
足
を
ど
こ

に
置
い
た
ら
よ
い
か
、
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。」
高
祖
は
こ

れ
を
嘉
納
し
た
。

親
の
喪
に
服
す
る
た
め
に
辞
職
し
た
。
喪
が
開
け
て
、
侍
御
史
を
授
け

ら
れ
た
。
瀚
海
都
護
（
都
護
は
蕃
夷
を
撫
慰
す
る
こ
と
を
掌
る
。）
に
任

じ
ら
れ
た
。
辺
境
の
え
び
す
が
、
素
立
の
恩
恵
に
感
謝
し
て
、
馬
牛
を
率

い
て
来
て
、
素
立
に
献
上
し
た
。
素
立
は
た
だ
一
盃
の
酒
を
受
け
取
っ
た

だ
け
で
あ
っ
た
。
え
び
す
は
ま
す
ま
す
素
立
を
畏
敬
し
た
。
亡
く
な
る
と
、

平
と
諡

お
く
り
な

さ
れ
た
。

【
原
文
】

唐
李
素
立
、
武
徳
初
、
擢
監
察
御
史
。
民
犯
法
、
不
至
死
。
高
祖
欲
殺

之
。
素
立
諫
曰
、
三
尺
法
、
天
下
所
共
。
一
動
揺
、
人
無
所
措
手
足
。
帝

嘉
納
。
親
喪
解
官
。
起
授
侍
御
史
。
為
瀚
海
都
護
。
夷
人
感
其
恵
、
率
馬

牛
以
献
。
素
立
止
（
も
と
「
止
」
字
な
し
。『
新
唐
書
』
巻
一
九
七
及
び

『
重
刊
祥
刑
要
覧
』
巻
二
に
従
っ
て
補
っ
た
。）
受
酒
一
盃
。
虜
益
畏
服
。

卒
。
謚
曰
平
。（
以
上
、
第
二
十
六
丁
裏
第
三
行
か
ら
第
七
行
第
四
字
。）

【
訓
読
】

唐
の
李
素
立
、
武
徳
の
初
め
、
監
察
御
史
に
擢
せ
ら
る
。
民
、
法
を
犯

す
も
死
に
至
ら
ず
。
高
祖
、
之
れ
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
素
立
、
諫
め
て
曰

く
、
三
尺
の
法
は
、
天
下
、
共
に
す
る
と
こ
ろ
。
一
た
び
動
揺
せ
ば
、
人
、

手
足
を
措お

く
と
こ
ろ
無
か
ら
ん
。
と
。
帝
、
嘉
納
す
。
親
喪
に
て
官
を
解

か
る
。
起
ち
て
侍
御
史
を
授
け
ら
る
。
瀚
海
都
護
と
為
る
。
夷
人
、
其
の

恵
を
感
じ
、
馬
牛
を
率
い
、
以
て
献
ず
。
素
立
は
止
だ
酒
一
盃
を
受
く
る

の
み
。
虜
、
益
々
畏
服
す
。
卒
す
。
諡
し
て
平
と
曰
う
。

関
法
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李
素
立
は
、
趙
州
高
邑
県
（
現
在
の
河
北
省
高
邑
県
）
の
人
。
永
徽
年

間
（
六
五
〇
～
六
五
六
）
の
初
め
に
蒲
州
刺
史
に
任
じ
ら
れ
、
任
地
に
赴

く
道
中
で
亡
く
な
っ
た
。『
旧
唐
書
』
巻
一
八
五
上
、
良
吏
伝
上
、
及
び

『
新
唐
書
』（
前
掲
）
に
伝
が
あ
る
。

「
瀚
海
都
護
と
為
る
。」
と
あ
る
。『
唐
会
要
』
巻
七
十
三
、
安
北
都
護

府
に
「（
貞
観
）
二
十
一
年
（
六
四
七
）
正
月
九
日
、
鉄
勒
の
回
紇
等
十

三
部
、
内
附
す
。
六
都
督
府
（
原
注
。
回
紇
部
に
瀚
海
都
督
府
。
後
略
）

七
州
を
置
く
。（
中
略
）
四
月
十
日
に
至
り
、
燕
然
都
護
府
を
置
く
。
揚

州
司
馬
の
李
素
立
を
以
て
都
護
と
為
す
。
瀚
海
等
六
都
督
、
皐
蘭
等
七
州
、

並
び
に
隷
す
。」「
龍
朔
三
年
（
六
六
三
）
二
月
十
五
日
、
燕
然
都
護
府
を

迴
紇
部
落
に
移
す
。
仍
り
て
名
を
瀚
海
都
護
府
に
改
む
。」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
李
素
立
は
貞
観
二
十
一
年
に
燕
然
都
護
に
任
じ

ら
れ
、
燕
然
都
護
府
は
龍
朔
三
年
に
瀚
海
都
護
府
に
改
名
さ
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

第
九
節

戴
冑

岩
村
藩
刊
本
の
第
二
十
六
丁
裏
第
七
行
第
五
字
か
ら
第
二
十
七
丁
表
第

二
行
ま
で
を
第
九
節
と
す
る
。
こ
の
部
分
は
『
歴
代
臣
鑑
』
巻
十
二
「
戴

冑
」
の
抜
書
き
で
あ
る
。

【
和
訳
】

戴
冑
が
大
理
少
卿
（
大
理
寺
の
次
官
。
国
家
の
裁
判
を
掌
る
。
流
刑
死

刑
に
至
る
犯
罪
を
す
べ
て
再
審
理
す
る
。）
に
任
じ
ら
れ
た
。
そ
の
時
、

任
官
候
補
者
の
中
に
、
官
位
や
父
祖
の
功
労
を
詐
っ
て
、
ニ
セ
の
推
薦
文

書
を
作
っ
て
、
選
任
さ
れ
た
者
が
い
た
。
太
宗
が
、
自
首
を
許
し
、
自
首

せ
ず
に
罪
が
発
覚
す
れ
ば
死
罪
に
す
る
、
と
詔
し
た
。
た
ち
ま
ち
、
あ
る

人
が
官
を
詐
り
得
た
事
実
が
発
覚
し
、
事
実
が
認
定
さ
れ
た
。
戴
冑
は
律

の
規
定
通
り
に
流
刑
に
当
て
た
。
太
宗
が
言
っ
た
。「
私
は
自
首
し
な
い

者
は
死
罪
に
す
る
、
と
詔
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
あ
な
た
は
流
刑
に
当

て
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
下
に
信
を
示
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。」
戴
冑

が
答
え
た
。「
法
律
は
大
信
を
人
々
に
行
き
わ
た
ら
せ
ま
す
。
言
葉
は
一

時
の
喜
怒
の
感
情
か
ら
発
し
た
も
の
で
す
。」
太
宗
は
感
悟
し
た
。
尚
書

左
丞
（
尚
書
省
の
属
官
。
省
内
を
糾
正
す
る
こ
と
を
掌
る
。）
に
転
任
し

た
。
亡
く
な
る
と
、
尚
書
右
僕
射
（
尚
書
省
の
次
官
）
の
官
を
贈
ら
れ
、

道
国
公
に
追
封
さ
れ
、
忠
と
諡

お
く
り
なさ
れ
た
。

【
原
文
】

戴
冑
為
大
理
少
（「
少
」
は
も
と
「
小
」
に
作
る
。『
重
刊
祥
刑
要
覧
』

巻
二
に
従
っ
て
改
め
た
。）
卿
。
時
選
者
有
詭
（「
詭
」
は
も
と
「
詐
」
に

作
る
。『
歴
代
臣
鑑
』
巻
十
二
、『
重
刊
祥
刑
要
覧
』
巻
二
及
び
元
和
中
刊

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
』
の
訳
注
（
十
）

九
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二
二
)



本
に
従
っ
て
改
め
た
。）
資
廕
冒
牒
取
調
者
。
詔
許
自
首
、
不
首
罪
死
。

俄
有
詐
得
者
。
獄
具
。
冑
以
法
当
流
。
太
宗
曰
、
朕
詔
不
首
者
死
。
今
当

流
。
是
示
天
下
不
以
信
。
冑
曰
、
法
者
布
大
信
於
人
。
言
乃
一
時
喜
怒
所

発
。
太
宗
、
感
悟
。
遷
尚
書
左
丞
。
卒
。
贈
尚
書
右
僕
射
、
追
封
道
国
公
、

謚
曰
忠
。（
以
上
、
第
二
十
六
丁
裏
第
七
行
第
五
字
か
ら
第
二
十
七
丁
表

第
二
行
。）

【
訓
読
】

戴
冑
、
大
理
少
卿
と
為
る
。
時
に
選
者
、
資
廕
を
詭い

つ
わり
、
冒
牒
し
て
調

を
取
る
者
有
り
。
詔
し
て
、
自
首
を
許
し
、
首
せ
ざ
れ
ば
罪
は
死
と
す
。

俄
に
詐
り
得
る
者
有
り
。
獄
、
具
す
。
冑
、
法
を
以
て
流
に
当
つ
。
太
宗

曰
く
、
朕
、
首
せ
ざ
る
者
は
死
と
す
、
と
詔
す
。
今
、
流
に
当
つ
。
是
れ

天
下
に
示
す
に
信
を
以
て
せ
ず
。
と
。
冑
曰
く
、
法
な
る
者
は
大
信
を
人

に
布
く
。
言
は
乃
ち
一
時
の
喜
怒
の
発
す
る
と
こ
ろ
。
と
。
太
宗
、
感
悟

す
。
尚
書
左
丞
に
遷
る
。
卒
す
。
尚
書
右
僕
射
を
贈
り
、
道
国
公
に
追
封

し
、
諡
し
て
忠
と
曰
う
。

こ
の
話
の
出
典
は
『
旧
唐
書
』
巻
七
十
、
戴
冑
伝
及
び
『
新
唐
書
』
巻

九
十
九
、
戴
冑
伝
で
あ
る
。
戴
冑
は
、
字
は
玄
胤
、
相
州
安
陽
県
（
現
在

の
河
南
省
安
陽
市
）
の
人
。
貞
観
元
年
（
六
二
七
）
に
大
理
少
卿
に
任
じ

ら
れ
、
同
年
、
尚
書
左
丞
に
転
じ
、
三
年
、
民
部
尚
書
と
な
っ
た
。
貞
観

七
年
（
六
三
三
）
に
亡
く
な
っ
た
。

「
冑
、
法
を
以
て
流
に
当
つ
。」
と
あ
る
。
開
元
二
十
五
年
（
七
三
七
）

律
の
詐
偽
律
、
詐
仮
官
仮
与
人
官
条
に
「
官
を
詐
仮
（
疏
。
虚
偽
詐
仮
し

て
以
て
官
を
得
る
を
謂
う
。）
し
、
人
に
官
を
仮
与
し
、
及
び
仮
を
受
く

る
者
は
、
流
二
千
里
。」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
戴
冑
が
大
理
少
卿
で

あ
っ
た
貞
観
元
年
の
現
行
法
で
あ
っ
た
武
徳
七
年
（
六
二
四
）
律
に
も
、

詐
仮
官
に
流
刑
を
当
て
る
規
定
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
十
節

徐
有
功

岩
村
藩
刊
本
の
第
二
十
七
丁
表
第
三
行
か
ら
同
丁
裏
第
四
行
ま
で
を
第

十
節
と
す
る
。
こ
の
部
分
は
『
為
善
陰
隲
』
巻
三
「
有
功
仁
恕
」
及
び

『
歴
代
臣
鑑
』
巻
十
二
「
徐
有
功
」
か
ら
の
抜
書
き
で
あ
る
。

【
和
訳
】

徐
有
功
は
、
明
経
の
試
験
に
合
格
し
、
司
刑
丞
（
不
当
な
判
決
を
正
す

こ
と
を
掌
る
。）
に
昇
任
し
た
。
当
時
、
武
后
は
唐
の
大
臣
が
自
分
に
対

し
て
反
逆
を
謀
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
た
。
周
興
（
後
の

「
悪
者
為
戒
」
の
周
興
の
項
を
参
照
。）
ら
は
、
武
后
の
意
思
を
さ
ぐ
り
知

関
法
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り
、
牢
獄
を
設
置
し
て
、
将
軍
や
大
臣
を
捕
え
、
天
下
の
豪
傑
を
連
行
し

て
、
全
員
に
謀
反
罪
の
判
決
を
下
し
た
。
徐
有
功
だ
け
が
し
ば
し
ば
武
后

に
面
と
向
か
っ
て
反
対
意
見
を
述
べ
た
。
周
興
は
、
徐
有
功
は
故
ら
に
謀

反
囚
の
罪
を
軽
く
し
た
の
で
死
刑
に
当
た
る
、
と
弾
劾
し
た
。
こ
の
罪
で

徐
有
功
は
免
官
さ
れ
た
。
復
帰
し
て
侍
御
史
（
百
僚
を
糾
劾
し
、
獄
訟
を

推
鞫
す
る
こ
と
を
掌
る
。）
に
任
命
さ
れ
た
。
徐
有
功
は
辞
退
し
て
言
っ

た
。「
今
、
法
官
に
私
を
採
用
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
正
義
を
守
り
、

法
律
を
そ
の
ま
ま
適
用
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
そ
れ
が
理
由
で
死
刑
に

な
る
で
し
ょ
う
。」
武
后
は
強
い
て
侍
御
史
を
授
け
た
。

薛
季
昶チ

ョ
ウ

が
、
徐
有
功
が
悪
逆
人
の
味
方
を
し
た
、
と
ま
た
も
や
弾
劾

し
、
徐
有
功
に
棄
市
（
公
開
の
死
刑
）
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。
令
史
（
事

務
職
員
）
が
泣
き
な
が
ら
徐
有
功
に
判
決
を
伝
え
た
。
徐
有
功
は
「
ど
う

し
て
私
だ
け
が
死
ん
で
、
他
の
人
は
永
遠
に
死
な
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

と
言
っ
た
。
武
后
が
「
あ
な
た
は
近
ご
ろ
裁
判
を
行
っ
て
、
誤
っ
て
重
い

罪
を
軽
い
罪
と
し
た
り
、
有
罪
を
無
罪
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

ど
う
し
て
で
す
か
。」
と
詰
問
し
た
。
徐
有
功
は
「
誤
っ
て
重
い
罪
を
軽

い
罪
と
し
た
り
、
有
罪
を
無
罪
と
し
た
り
す
る
の
は
、
人
臣
の
小
さ
な
過

ち
で
す
。
生
命
を
大
切
に
す
る
の
は
人
君
の
大
徳
で
す
。」
と
答
え
た
。

武
后
は
黙
り
込
ん
だ
。
徐
有
功
は
除
名
さ
れ
て
庶
民
の
身
分
に
落
と
さ
れ

た
。
復
帰
し
て
左
司
郎
中
（
尚
書
省
の
属
官
。
従
五
品
上
）
を
授
け
ら
れ
、

司
刑
少
卿
（
大
理
少
卿
。
従
四
品
上
）
に
昇
任
し
た
。
合
わ
せ
て
三
回
、

死
刑
の
判
決
を
下
さ
れ
、
死
に
直
面
し
て
も
、
泰
然
と
し
て
恐
れ
ず
、
赦

さ
れ
て
も
喜
ば
な
か
っ
た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
武
后
は
徐
有
功
を
重
ん
じ

た
。
司
僕
少
卿
（
太
僕
少
卿
。
国
家
の
牧
畜
を
掌
る
。
従
四
品
上
）
に
転

任
し
た
。
六
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
司
刑
卿
（
大
理
卿
。
従
三
品
）
の

官
が
贈
ら
れ
た
。
中
宗
が
即
位
す
る
と
（
神
龍
元
年
。
七
〇
五
年
）、
越

州
都
督
（
正
三
品
）
の
官
が
加
贈
さ
れ
、
一
子
に
官
が
授
け
ら
れ
た
。
会

昌
年
間
（
八
四
一
～
八
四
六
）、
忠
正
と
追
諡
さ
れ
た
。

【
原
文
】

徐
有
功
、
挙
明
経
、
累
遷
司
刑
丞
。
時
武
后
、
畏
唐
大
臣
謀
己
。
周
興

等
、
揣
識
后
指
、
置
獄
、
捕
将
相
、
引
天
下
豪
傑
、
一
切
按
以
反
論
。
独

有
功
、
数
犯
顔
争
。
周
興
劾
有
功
故
出
反
囚
、
当
誅
。
坐
免
官
。
起
為
侍

御
史
。
辞
曰
、
今
以
法
官
用
臣
。
臣
守
正
行
法
、
必
坐
此
死
。
后
固
授
之
。

薛
（「
薛
」
は
も
と
「
孽
」
に
作
る
。『
歴
代
臣
鑑
』
巻
十
二
、『
重
刊
祥

刑
要
覧
』
巻
二
に
従
っ
て
改
め
た
。）
季
昶
、
復
劾
有
功
党
悪
逆
。
当
棄

市
。
令
史
泣
以
告
。
有
功
曰
、
豈
独
吾
死
、
而
諸
人
長
不
死
耶
。
后
詰
曰
、

公
比
断
獄
多
失
出
、
何
也
。
対
曰
、
失
出
、
人
臣
小
過
、
好
生
、
人
君
大

徳
。
后
黙
然
。
免
為
民
。
起
拜
右
司
郎
中
（『
新
唐
書
』
巻
一
一
三
、『
旧

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
』
の
訳
注
（
十
）

一
一
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二
〇
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唐
書
』
巻
八
十
五
は
「
左
司
郎
中
」
と
す
る
。）、
転
司
刑
少
卿
。
凡
三
坐

大
辟
。
将
死
、
泰
然
不
憂
。
赦
之
、
亦
不
喜
。
后
以
此
重
之
。
改
司
僕
少

卿
。
卒
。
年
六
十
八
。
贈
司
刑
卿
。
中
宗
即
位
。
加
贈
越
州
都
督
、
授
一

子
官
。
会
昌
中
、
追
謚
忠
正
。（
以
上
、
第
二
十
七
丁
表
第
三
行
か
ら
同

丁
裏
第
四
行
。）

【
訓
読
】

徐
有
功
、
明
経
に
挙
げ
ら
れ
、
司
刑
丞
に
累
遷
す
。
時
に
武
后
、
唐
の

大
臣
、
己
を
謀
る
を
畏
る
。
周
興
等
、
后
の
指
を
揣は

か

り
織
り
、
獄
を
置
き
、

将
相
を
捕
え
、
天
下
の
豪
傑
を
引
き
、
一
切
、
按
じ
て
反
を
以
て
論
ず
。

独
り
有
功
の
み
数
々

し
ば
し
ば

犯
顔
し
て
争
う
。
周
興
、
有
功
故こ

と
さら
に
反
囚
を
出
だ

す
、
当
に
誅
す
べ
し
、
と
劾
す
。
坐
し
て
免
官
せ
ら
る
。
起
ち
て
侍
御
史

と
為
る
。
辞
し
て
曰
く
、
今
、
法
官
を
以
て
臣
を
用
い
る
。
臣
、
正
を
守

り
、
法
を
行
う
。
必
ず
此
れ
に
坐
し
て
死
な
ん
。
と
。
后
、
固
く
之
れ
を

授
く
。

薛
季
昶
、
復
た
、
有
功
、
悪
逆
に
党
す
、
と
劾
す
。
棄
市
に
当
て
ら
る
。

令
吏
、
泣
き
て
以
て
告
ぐ
。
有
功
曰
く
、
豈
に
独
り
吾
れ
の
み
死
し
て
、

諸
人
は
長
く
死
せ
ざ
ら
ん
や
、
と
。
后
、
詰
し
て
曰
く
、
公
、
比こ

の
ごろ
獄
を

断
ず
る
に
、
出
だ
す
に
失
す
る
こ
と
多
き
は
何
ぞ
や
、
と
。
対
え
て
曰
く
、

出
だ
す
に
失
す
る
は
人
臣
の
小
過
、
生
を
好
む
は
人
君
の
大
徳
な
り
、
と
。

后
、
黙
然
た
り
。
免
ぜ
ら
れ
て
民
と
為
る
。
起
ち
て
右
司
郎
中
に
拜
せ
ら

る
。
司
刑
少
卿
に
転
ず
。
凡
そ
三
た
び
大
辟
に
坐
す
。
将
に
死
な
ん
と
す

る
も
、
泰
然
と
し
て
憂
え
ず
。
之
れ
を
赦
す
も
亦
た
喜
ば
ず
。
后
、
此
れ

を
以
て
之
れ
を
重
ん
ず
。
司
僕
少
卿
に
改
め
ら
る
。
卒
す
。
年
六
十
八
。

司
刑
卿
を
贈
る
。
中
宗
、
即
位
す
。
越
州
都
督
を
加
贈
し
、
一
子
に
官
を

授
く
。
会
昌
中
、
忠
正
と
追
諡
す
。

右
の
徐
有
功
の
話
の
出
所
は
、『
旧
唐
書
』
巻
八
十
五
、
徐
有
功
伝
、

及
び
『
新
唐
書
』
巻
一
一
三
、
徐
有
功
伝
で
あ
る
。
徐
有
功
は
、
名
は
弘

敏
、
有
功
は
字
で
あ
る
。
載
初
元
年
（
六
九
〇
）、
司
刑
丞
に
任
じ
ら
れ

た
。
長
安
二
年
（
七
〇
二
）
に
六
十
二
歳
（『
旧
唐
書
』）
ま
た
は
六
十
八

歳
（『
新
唐
書
』）
で
亡
く
な
っ
た
。
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
三
月
に
越
州

都
督
の
官
を
追
贈
さ
れ
た
（『
旧
唐
書
』
巻
七
）。

「
薜
季
昶
、
復
た
、
有
功
、
悪
逆
に
党
す
、
と
劾
す
。」
と
あ
る
。
薛
季

昶
は
、
武
后
朝
で
監
察
御
史
、
門
下
給
事
中
、
御
史
中
丞
、
河
北
道
按
察

使
、
雍
州
長
史
、
洛
州
長
史
等
を
歴
任
し
た
。
剛
直
な
官
僚
で
は
あ
っ
た

が
、
先
に
訴
え
た
者
が
語
る
話
を
事
実
と
思
い
込
む
欠
点
が
あ
っ
た
、
と

い
う
。『
旧
唐
書
』
巻
一
八
五
上
、
良
吏
伝
上
、『
新
唐
書
』
巻
一
二
〇
に

伝
が
あ
る
。

関
法

第
七
一
巻
三
号

一
二

(九
一
九
)


